
　
４
月
15
日
に
国・県
と
の
協
議
を
行

い
、避
難
指
示
解
除
に
係
る
同
意
を

得
て
、５
月
１
日
に
特
定
復
興
再
生
拠

点
区
域
及
び
長
泥
曲
田
公
園
の
避
難

指
示
が
解
除
さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
、

多
く
の
地
元
住
民
の
方
に
ご
参
加
い

た
だ
き
な
が
ら
、避
難
指
示
の
解
除
に

よ
る
バ
リ
ケ
ー
ド
の
開
放
が
行
わ
れ
、

併
せ
て
長
泥
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

の
竣
工
式
も
開
催
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、３
月
26
日
の
長
泥
行
政
区

総
会
で
は
、行
政
区
立
会
い
の
も
と
、

長
泥
地
区
に
計
画
さ
れ
て
い
る
資
源

活
用
型
堆
肥
製
造
施
設
の
立
地
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、長
泥
地
区
全
域
の
解

除
に
向
け
て
、尽
力
し
て
い
き
ま
す
。

議会報告  ６月議会定例会

令和５年  第４回飯舘村議会定例会

　
令
和
５
年
６
月
議
会
定
例
会
は
、６

月
９
日
か
ら
16
日
ま
で
の
日
程
で
開

か
れ
ま
し
た
。一般
質
問
は
13・14
日
に

行
わ
れ
、村
議
員
が
村
政
の
重
要
な
課

題
等
に
つい
て
村
側
の
考
え
を
質
し
ま

し
た
。

　
議
会
審
議
は
16
日
に
行
わ
れ
、提
出

さ
れ
た
議
案
は
す
べ
て
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
感
染
症
法

上
、５
月
８
日
に
５
類
感
染
症
に
移
行

し
ま
し
た
が
、ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、引

き
続
き
自
己
負
担
な
し
で
令
和
６
年

３
月
末
ま
で
接
種
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。令
和
５
年
度
の
春
開
始

接
種
に
つい
て
は
、高
齢
者・基
礎
疾
患

の
あ
る
方・医
療
、介
護
等
の
従
事
者

等
が
対
象
で
、５
月
か
ら
７
月
に
接
種

を
予
定
し
て
い
ま
す
。村
内「
い
ち
ば

ん
館
」で
集
団
接
種
を
実
施
し
、５
月

26・27
日
の
２
日
間
で
４
３
４
人
の
接

種
が
完
了
し
ま
し
た
。

■
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
村
道
舗
装
機
能
回
復
工
事
は
、今

年
度
10
路
線
、１・４
㎞
を
計
画
し
て

い
ま
す
。今
年
度
の
事
業
で
計
画
し

た
路
線
が
ほ
ぼ
完
了
す
る
見
通
し

で
す
の
で
、調
査
や
工
事
を
行
う
時

期
を
検
討
し
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業
の
工

事
は
、16
行
政
区
で
進
め
て
い
き
ま

す
。昨
年
、各
行
政
区
か
ら
工
事
協

議
担
当
者
を
選
任
し
、地
元
関
係

者
と
の
調
整
を
迅
速
か
つ
的
確
に
行

う
体
制
が
整
っ
た
た
め
、営
農
再
開

を
早
期
に
実
現
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

■
建
設
関
係

村
長
村
政
報
告

紙
面
の
都
合
上
、一
部
省
略
し
て
い
ま
す

今
議
会
で
可
決
さ
れ
た
議
案
な
ど

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
国
民
健
康

保
険
税
の
減
免
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

飯
舘
村
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

設
置
条
例

令
和
５
年
度
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

令
和
５
年
度
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

令
和
５
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

飯
舘
村
有
害
鳥
獣
減
容
化
施
設
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
者
が

属
す
る
世
帯
の
第
１
号
被
保
険
者

に
対
す
る
介
護
保
険
料
の
減
免
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

新
規
就
農
者
技
術
習
得
管
理
施
設

新
築
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

福
島
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を

組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の

減
少
及
び
福
島
県
市
町
村
総
合
事

務
組
合
規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

飯
舘
村
消
防
団
小
型
ポ
ン
プ
付
積

載
車
の
取
得
に
つ
い
て

報
告
第
１
号

令
和
４
年
度
一
般
会
計

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

報
告
第
２
号

令
和
４
年
度
一
般
会
計

事
故
繰
越
し
繰
越
計
算
書

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
５
月
21
日
現
在
、飯
舘
村
の
申
請

率
は
約
８
割
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、

交
付
率
は
67
・８
％
で
す
。マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
に
向
け
、平
日

の
時
間
外
や
休
日
の
申
請
交
付
体

制
を
整
え
、さ
ら
に
は
職
員
に
よ
る

出
張
申
請
の
受
付
や
申
請
サ
ポ
ー

ト
を
行
う
な
ど
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
取
得
の
推
進
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

■
長
泥
地
区

■
子
育
て
応
援
支
援
金

　
今
年
度
か
ら
、村
の
次
世
代
を
担

う
子
ど
も
達
と
子
育
て
世
帯
を
力

強
く
支
援
す
る
村
独
自
の
施
策
と
し

て「
子
育
て
応
援
支
援
金
」を
新
設

し
ま
し
た
。「
子
育
て
応
援
支
援
金
」

は
、子
育
て
す
る
場
所
の
分
け
隔
て
な

く
、村
の
希
望・宝
で
あ
る
子
ど
も
達

の
育
ち
を
、村
を
あ
げ
て
応
援
す
る

初
め
て
の
取
り
組
み
で
す
。５
月
24
日

の
授
与
式
で
は
、対
象
の
お
子
さ
ん
と

保
護
者
の
代
表
に
目
録
と
記
念
品
を

お
渡
し
す
る
と
と
も
に
、今
年
度
の
小

学
校
入
学
29
人
、中
学
校
入
学
並
び
に

希
望
の
里
学
園
７
年
生
進
級
23
人
、高

等
学
校
入
学
28
人
、合
計
80
人
に
総
額

１
０
８
０
万
円
を
支
給
し
ま
し
た
。

　
村
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
達
と
そ
の

ご
家
庭
を
支
援
す
る
こ
と
で
、村
の
将

来
へ
の
活
力
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
３
月
に
再
オ
ー
プ
ン
し

た
入
浴
施
設
の
利
用
者
数
は
、４
月

末
時
点
で
３
万
４
８
５
７
人
、平
成
29

年
５
月
に
業
務
を
再
開
し
た
素
泊
ま

り
の
宿
泊
者
数
は
、４
月
末
時
点
で

■
宿
泊
体
験
館「
き
こ
り
」

７
６
６
１
人
と
、村
民
の
憩
い
の
場・交

流
の
場
と
な
って
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
２
月
13
日
に
発
生
し
た

福
島
県
沖
地
震
に
よ
り
、き
こ
り
の
各

施
設
に
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
た
め
、

入
浴
施
設
と
コ
テ
ー
ジ
で
の
宿
泊
の
み

の
営
業
と
な
って
い
ま
し
た
が
、宿
泊
棟

の
改
修
が
完
了
し
、６
月
１
日
か
ら
宿

泊
棟
の
営
業
を
再
開
し
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算（
追
加
）

　
５
月
１
日
現
在
の
村
へ
の
帰
還
者

は
６
３
８
世
帯
、１
２
２
３
人
で
帰
還

率
は
約
25
・７
％
で
す
。こ
れ
に
、震

災
後
の
転
入
者
２
３
９
人
と
い
い
た

て
ホ
ー
ム
の
入
所
者
等
を
合
わ
せ
、

村
内
の
居
住
者
は
８
０
２
世
帯
で

■
村
民
の
帰
還
状
況

■
飯
舘
村
電
気
・
ガ
ス
・
食
料
品
等

　
価
格
高
騰
重
点
支
援
給
付
金
事
業

　
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
加
え
、村

に
住
民
登
録
の
あ
る
全
世
帯
に
も
一律

３
万
円
を
給
付
す
る
も
の
で
す
。

１
５
１
８
人
で
す
。

　
避
難
を
継
続
し
て
い
る
方
は
、県

外
避
難
者
が
１
５
８
人
、県
内
避
難

者
は
、福
島
市
に
２
０
３
５
人
、南
相

馬
市
に
２
８
６
人
、伊
達
市
に
２
５
２

人
、川
俣
町
に
２
３
７
人
な
ど
、合
わ

せ
て
３
０
８
６
人
で
す
。

■
農
政
関
係

　
現
在
、蕨
平
の
建
設
用
地
に
て
建

設
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
施
設
等
緊
急
整
備
事
業

は
、燃
焼
炉
や
発
電
用
の
タ
ー
ビ
ン
な

ど
の
プ
ラ
ン
ト
本
体
を
は
じ
め
、建
屋

等
の
建
設
が
進
み
、次
第
に
施
設
の
形

が
見
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
順
調
に
工
事
が
進
捗
す
れ
ば
今
年

12
月
頃
に
は
概
ね
工
事
が
完
了
し
、年

明
け
に
も
試
験
運
転
が
開
始
さ
れ
る

見
込
み
で
す
。事
業
の
運
営
に
つ
い
て

は
事
業
主
体
で
あ
る
飯
舘
バ
イ
オ
パ
ー

ト
ナ
ー
ズ
株
式
会
社
に
対
し
、安
全
性

の
担
保
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と

を
改
め
て
認
識
す
る
と
と
も
に
、透
明

性
の
確
保
に
努
め
な
が
ら
事
業
を
進

め
る
よ
う
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算（
追
加
）
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